
【まとめ】ドルフィンインターネットの件 
 
時系列で整理してみると、2021年の時点で技術的な問題を抱えていたことが窺える。​
​
そして、遅くともメールサーバーをアウトソースした2023年の初頭には解約の準備を開始しておく
べきだったことが分かる。（自社でメールサーバーの運用すら出来ない状態だったということ。）​
​
楽観視して対処していなかった自分自身への反省を兼ねて記す。 

2021/02/14 
18時頃、基幹ルータで障害発生。​
復旧したのは23時少し前。​
※利用不可：5時間​

 

2021/09/05 
11時頃、5月に入れ替えた基幹ルーターでトラブル。​
復旧したのは翌日朝5時頃。​



※利用不可：18時間​

 

2022/05/29 
9時半頃、ドルフィンの基幹ルーターで再び障害発生。​
復旧したのは翌日の正午頃。​
※利用不可：26時間半​



​
1年数ヶ月の間に、ISPとしては重大なインシデントを3回も発生させた。​
しかも、回を重ねる度に障害のレベルが悪化。​
​
ドルフィンインターネットのメールアドレスに送信されたメールの大半は​
"[NDR] Delivery Failure Notice"になって差し戻されているはずなので、​
業務取引関連の被害が出ていても不思議ではない。​
今回は月末だったので、請求書など経理に関わるメールがあったかも。​
支払い遅延は信用問題になる。​
​
これにより、見限って解約した人は大勢いたと思われる。 

2023/01/19 
メールサーバーをアウトソース。（メール不達のクレーム殺到？）​
mails.din.or.jp（正引き 219.118.69.28 | 219.118.64.0/20）​
逆引き不可。​
​
Webメール：webmail.earth-core.jp​



 (正引きアドレス：219.118.67.12 | 219.118.64.0/20)​

 
219.118.64.0/20 ⇒ AS2514 
NTT PC Communications,Inc. 

2023/01/29 
「ドルフィン光v6プラスのご案内」のメールが届く。​
https://collabo.din.or.jp/​
ドメイン「collabo.din.or.jp」をDNS正引きすると「162.43.121.155」で、​
逆引きすると「sv14354.xserver.jp」…自社ではなく他社サーバーで宣伝…​
申し訳ないけれど、呆れてしまった。​
IPアドレスの属するCIDRは「162.43.0.0/17」だった。​
​
162.43.0.0/17 ⇒ AS131965​
Xserver Inc.​
​
そもそも、IPv6（IPoE）は現状では色々と罠があるし。 

2023/03/20 
ドルフィンインターナショナルの保税地域の許可が失効。​
​
[東京税関の公告]​
https://www.customs.go.jp/tokyo/kou/koukoku8/kokokur5-117.pdf​

https://collabo.din.or.jp/
https://www.customs.go.jp/tokyo/kou/koukoku8/kokokur5-117.pdf


つまり、輸入業（物販）は廃業していることが確定。​

 

2023/08/30 
Webメールのドメインをwebmail.din.or.jpとして別サーバーに割り当て。​
サービス提供元は同じだと思われる。（同一システム・同一CIDRだし）​
​
さすがにWebメールのURLが「webmail.earth-core.jp」では​
外部に丸投げしたのがバレバレなので取り繕った感じ。​
​
webmail.din.or.jp（正引き 219.118.67.181 | 219.118.64.0/20）​
逆引き不可。​
​
219.118.64.0/20 ⇒ AS2514​
NTT PC Communications,Inc. 

2023/11/28 
「クレジットカードの有効期限の再登録のお願い」のメールが配信される。​

 

http://webmail.din.or.jp


…つまり、出納管理も怪しい状態。 

2024/02/18 
Googleマップでステータスが閉業になっていることを確認。​

 

2024/07/18  
20時頃、Webサーバーがクラッシュして全データ完全ロスト。​
www.din.or.jpの代替サーバーが用意されるもサイト復元は申込制。​
もちろん、ユーザーの手元にバックアップがあることが前提。​
バックアップが無かったり古かったりしたらアウト。​
 
私が管理している幾つかのサイトが消滅しました…。 
​
「こちらでアップいたしますので」って…FTPを使わせてくださいよ。​
（FTPサーバーのセットアップなんて、私ですら小一時間あれば出来ます。）​
自作スクリプトをパーミッション等の説明なしで設置してくれるはずもなく…​
説明をするのは面倒すぎる。​





Dolphinのオフィシャルサイトは2年前のデータで復旧させた模様。​
​
www.din.or.jp（正引き 182.236.108.176 | 182.236.96.0/20）​
182.236.108.176 (逆引きアドレス：new-www.din.or.jp)​
new-www.din.or.jpにアクセスするとサーバー管理用のPleskが表示される。​
（PleskやWebminはファイアウォール等で制限しないと突破されますよ。）​
​
182.236.96.0/20 ⇒ AS15830​
Equinix Japan Enterprise K.K. ​
​
※プロバイダーのオフィシャルサイトが他社サーバーとか… 

2024/12/02 
会社登記の所在地が変更される。​
https://toukibo.ai-con.lawyer/search-service/result/9010101002786​

​
東京都八王子市片倉町２２３６番地​

​
　↓　↓　↓ 

http://new-www.din.or.jp
https://toukibo.ai-con.lawyer/search-service/result/9010101002786


東京都八王子市小比企町１２８８番１号​
https://maps.app.goo.gl/NkhAYBksjNxFkHhL9​
https://yahoo.jp/6qAa3q​

​
https://www.homes.co.jp/archive/b-13330102/​
店舗付き集合住宅（アパート） 

2025/05/24 
元の社屋が機能していない状態であることをYouTubeで確認。​
https://www.youtube.com/watch?v=Sir6wZQwn_M​
　↑​
この撮影自体は2023年4月24日のものらしい。​
https://www.youtube.com/shorts/sFdfoJ70gQU​
​
つまり、物販を廃業した2023年に撤収開始していたとみなすべきかも。 

2025/05/29 
昼過ぎ頃、自社専用回線（AS4723）を廃止してアウトソース。​
激遅で有名なアルテリア（Vectant）の回線（AS2519）に切替。​
案の定、激遅になった。​
​
なお、5月17日に配信されたメールでの事前通知は​
フレッツ回線メンテナンスということだった。​

https://maps.app.goo.gl/NkhAYBksjNxFkHhL9
https://yahoo.jp/6qAa3q
https://www.homes.co.jp/archive/b-13330102/
https://www.youtube.com/watch?v=Sir6wZQwn_M
https://www.youtube.com/shorts/sFdfoJ70gQU


​
さすがに「回線インフラを他社に丸投げする」とは言えなかったのだろう。​
けれど「セキュリティを強化するための…」とか、嘘は良くない。​
もはや誠意を感じられない。 
 
この様な状態になる以前は、知る人ぞ知る、非常に優秀なプロバイダーだった。 
自宅サーバーを運用しても帯域制限されることは一切なく、 
また、時間帯で回線が遅くなったりすることも皆無で安定していた。 
とても勿体無い。（←これが解約を躊躇していた要因…愛着はほどほどに。） 
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